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第 6 回アジア未来会議は 2022 年 8 月 27 日（土）～29 日（月）にハイ
ブリッド形式で実現しました。本来は 2021 年 8 月に台北市で開催する
予定でしたが、新型コロナウイルスの世界的な流行により 1 年延期し、
その代わりに同年 8 月 26 日に１日限りの「プレカンファランス」をオ
ンラインで開催しました。それから１年。東アジアではまだパンデミッ
クの収束の目途が立たない状況ですが、台湾の中国文化大学をメイン会
場とし、海外からはオンラインで参加というハイブリッド形式で、多く
の人が参加できる会議を実施することができました。 
 
総合テーマは「アジアを創る、未来へ繋ぐ―みんなの問題、みんなで解
決」です。2020 年 1 月のマニラ会議の閉会式で、共催の中国文化大学
の徐興慶学長（当時）が台湾での開催を宣言。同年 2 月には渥美財団の
担当チームが訪台して会場や宿泊施設、宴会場を視察し、中国文化大学
で最初の準備会議を開催しました。当時もほとんどの人がマスクを着用
していましたが、その後台湾と日本の往来が全くできなくなり、しかも
2 年半以上も続くとは誰も予想できませんでした。 
 
今回のアジア未来会議は全員が一堂に集まることはできませんでした
が、最新のオンライン会議技術を駆使して 3 日間にわたって実施され、
基調講演とシンポジウム、3 つの円卓会議と 179 篇の研究論文発表を行
い、広範な領域における課題に取り組む国際的かつ学際的な議論が繰り
広げられました。今、アジアや世界は大きく変化しています。このよう
な時だからこそ「みんなの問題、みんなで解決」の必要性が強調されま
した。 
 
8 月 27 日（土）は台北市の中国文化大学の会場とハイブリッド形式で
実施。午前は 12 の分科会で英語、日本語、または中国語による 45 篇
の論文発表が行われました。分科会は Zoom 会議のブレイクアウトル
ーム機能を使い、会場の座長や発表者もオンライン会議に参加しまし
た。午後 2 時（台湾時間）、中国文化大学と東京の渥美国際交流財団を
つないで開会式が始まりました。会場参加者は 220 名、Zoom ウェビナ
ーへの参加者は 324 名でした。最初に明石康大会会長が第 6 回アジア
未来会議の開会を宣言しました。続いて渥美国際交流財団の渥美直紀理
事長が主催者として、中国文化大学の王淑音学長が共催者としてあいさ
つし、日本台湾交流協会台北事務所の泉裕泰代表と中国文化大学傑出校
友会の黄良華会長から祝辞をいただきました。 
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次は、前中華民国副総統の陳建仁博士による基調講演「国際感染症 
と台湾―新型コロナウイルスとの共存かゼロコロナか?」（中英・中日同
時通訳）でした。感染症対策の第一人者だけにパワフルなお話で「台湾
の 100 万人当たりの累計感染者は世界最少で、同死亡者もニュージー
ランドに次ぎ 2 番目に少なく、2020 年の GDP 成長率 3％超を維持でき
たという『成功の主役』は台湾の人々である」と強調しました。 
 
シンポジウム「パンデミックを乗り越える国際協力―新たな国際協力モ
デルの提言」（中英・中日・英日同時通訳）では、中国文化大学の徐興
慶先生がモデレーターを務め、国立台湾大学の孫效智先生、ソウル大学
の金湘培先生、台北市立聯合病院の黄勝堅前総院長、日本の国立国際医
療研究センターの大曲貴夫先生、中国文化大学の陳維斌先生が会場やオ
ンラインで登壇され、それぞれ哲学、国際政治学、医学、公衆衛生学、
国際交流の視点から分析し、国際的な協力によっていかにパンデミック
を「みんなの問題、みんなで解決」していくか検討しました。 
 
8 月 28 日（日）と 29 日（月）には、円卓会議と分科会（研究論文発
表）を行いました。円卓会議 I「あなたは大丈夫―アジアにおけるメン
タルヘルス、トラウマ、疲労」と円卓会議 II「コミュニティとグローバ
ル資本主義―Itʼs a small world after all」（いずれも英語）では、パン
デミックだけでなく、自然災害や戦争によって現れたコミュニティのさ
まざまな課題、さらにはそれが人々の精神、感情に与えた影響について
アジア各国から報告があり、いかに対応していくかを議論しました。ま
た、一般社団法人東北亞未来構想研究所（INAF）主催の「台湾と東北
アジア諸国との関係」（日本語）セッションでは、東北アジア地域協力
の視点から台湾に照準を合わせて、各国との国際政治・経済・文化など
の関係について多面的に検討しました。 
 
円卓会議と併行して 34 の分科会（参加登録者 308 名）を開催し、英語
と日本語の 134 篇の論文の口頭発表が行われました。世界各地から 2
名の座長と 4 名の発表者が Zoom のブレイクアウトルームにオンライ
ンで参加し、研究報告と聴講者を交えた活発な議論が展開されました。
アジア未来会議は国際的かつ学際的なアプローチを目指しており、各セ
ッションは使用言語と発表者が投稿時に選んだ「環境」「教育」「言語」
などのトピックに基づいて調整されました。 
 
第 6 回アジア未来会議のプログラムは下記よりご覧いただけます。 
https://www.aisf.or.jp/AFC/2021/conference-program/ 
 
分科会ではセッションごとに座長の推薦により優秀発表が選ばれまし 
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た。優秀発表賞の受賞者リストは下記リンクよりご覧いただけます。 
https://www.aisf.or.jp/AFC/2021/files/2022/08/AFC6-List-of-Best-Presentation.pdf 

 
会議に先立って学術委員会が優秀論文を選考しました。１年間の開催延
期があったため、3 年間の間に優秀論文の選考を 2 回実施しました。１
回目の選考についてはプレカンファランス報告をご覧ください。2 回目
の選考は 2021 年 8 月 31 日までに発表要旨、2022 年 3 月 31 日までに
フルペーパーがオンライン投稿された 133 篇の論文を 12 のグループに
分け、各グループを 6 名の審査員が以下の 7 つの指針に沿って審査し
ました。 (1)会議テーマ「アジアを創る、未来へ繋ぐ―みんなの問題、
みんなで解決」との関連性、(2) 構成と読みやすさ、(3) まとまりと説
得力、(4)オリジナリティ、(5) 国際性、(6) 学際性、(7) 総合的なおす
すめ度。投稿規定に反するものはマイナス点をつけました。各審査員は
グループの中の 9～10 本の論文から 2 本を推薦し、集計の結果、上位
18 本を優秀論文と決定しました。第 6 回アジア未来会議優秀論文リス
トは下記リンクからご覧いただけます。 

https://www.aisf.or.jp/AFC/2021/files/2021/06/AFC6B-Best-Paper.pdf 
 
優秀論文集『アジアの未来へ-私の提案-Vol.6B』は 2023 年 3 月に出版
予定です。 
 
また、台湾実行委員会による台湾特別優秀論文も同じプロセスで選考さ
れました。台湾特別優秀論文リストは下記リンクからご覧いただけま
す。 
https://www.aisf.or.jp/AFC/2021/files/2021/06/AFC6B-Taiwan-Best-Paper.pdf 

 
分科会セッションの後の閉会式もオンラインで実施されました。本会議
の短い報告のあと、優秀発表賞が発表されました。最後に次回 2024 年
に開催される第 7 回アジア未来会議のお誘いが開催地のバンコク市から
呼びかけられました。 
 
コロナ禍の第 6 回アジア未来会議の開催経緯については、プレカンファランス
報告もご参照ください。 
https://www.aisf.or.jp/sgra/active/news/2021/16942/ 
 
第 6 回アジア未来会議「アジアを創る、未来へ繋ぐ―みんなの問題、み
んなで解決」は、(公財)渥美国際交流財団関口グローバル研究会
(SGRA)主催、中国文化大学の共催、（公財）日本台湾交流協会の後援、
国家科学及び技術委員会と(公財) 高橋産業経済研究財団の助成、台湾 
大学日本研究センターと台中科技大学日本研究センターの協力、そして
日本と台湾の組織や個人の方々からご協賛をいただきました。 
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主催・協力・賛助者リストは下記リンクからご覧いただけます。 
https://www.aisf.or.jp/AFC/2021/ 
 
運営にあたっては、中国文化大学を中心に台湾実行委員会が組織され、
基調講演とシンポジウムを企画実施してくださいました。また台湾特別
優秀論文賞を設けて台湾在住の研究者を特別支援しました。アジア未来
会議全般の運営は、元渥美奨学生の皆さんが、優秀賞の選考、セッショ
ンの座長、技術サポート、翻訳や通訳等、さまざまな業務を担当してく
ださいました。とりわけ、台湾出身の方々は台湾実行委員会メンバーと
して諸調整や翻訳等をお手伝いくださいました。 
 
論文を投稿・発表してくださった 200 名のみなさん、会場またはオン
ラインでお集りくださった基調講演・シンポジウム 500 名、分科会
300 名の参加者のみなさん、開催のためにご支援くださったみなさん、
さまざまな面でボランティアで協力してくださったみなさんのおかげ
で、第 6 回アジア未来会議を成功裡に実施することができましたことを
心より感謝申し上げます。 
 
第 7 回アジア未来会議は、2024 年 8 月 9 日(金)から 13 日(火)まで、チ
ュラロンコーン大学文学部東洋言語学科日本語講座の共催で、タイ王国
バンコク市で開催します。皆様のご支援、ご協力、そして何よりもご参
加をお待ちしています。 
 
第 6 回アジア未来会議の写真（ハイライト）は下記リンクよりご覧いた
だけます。 
https://www.aisf.or.jp/sgra/plan/photo-gallery/2022/17736/nggallery/page/2 

 
第 6 回アジア未来会議全般のフィードバック集計は下記リンクよりご覧
いただけます。 
https://www.aisf.or.jp/sgra/wp-content/uploads/2022/09/AFC6-Feedback-Report.pdf 
 
第 6 回アジア未来会議基調講演とシンポジウムのフィードバック集計は
下記リンクよりご覧いただけます。 
https://www.aisf.or.jp/AFC/2021/files/2022/08/AFC6BFeedback.pdf 
 
第 7 回アジア未来会議論文募集のチラシ 
https://www.aisf.or.jp/AFC/2021/afc7-call-for-papers/ 

 

 

（文責：SGRA 代表 今西淳子） 
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またタイでお会いしましょう！ 
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